
 
令和２年 12 月吉日 

和合町⾃治会⻑ 仲田 始 

防災ニュース（防災訓練報告） No.2 

11 月 15 日 AM8:00 より、令和 2 年度和合町⾃主防災隊総合防災訓練が行われまし
た。本年度はコロナ禍の中、感染リスク対策の徹底を図り、参加人数を減らし、短時
間での訓練となりました。つきましては、ご参加ご協力いただきました来賓の方々よ
り書面にて講評をいただきましたので、皆様にお届けいたします。 

 
中区長 高橋 直美 様 

防災訓練お疲れ様でした。訓練を実施するために、話し合いを重ね、当日も朝早く
から準備された皆さん、本当に大変でした。お疲れ様でした。 

新型コロナウイルスの感染を受け、避難所の運営も今までとは違った注意が必要と
なっております。今回の訓練で、避難所の受付では何をしたらいいか、健康な人と体
調の悪い人をどう誘導すればいいかなど、現場に立ち具体的に想像することができた
と思います。 

また、配備される段ボールベッドや衝立、簡易トイレを実際に組み立ててみること
ができたのは、いざという時大変心強く、こうした実践を取り入れられた訓練は有意
義なものだと感心しました。 

体育館の中に居たので、避難所運営の感想が主になりましたが、救護活動では AED
取扱いの指導を受けておくと不安が解消され⾃分でもできるという⾃信がわきます。
消火訓練での経験で火災が広がるのを防げるかもしれません。ボーイスカウトの皆さ
んは、テントで 1 泊したと聞きました。大規模災害では、実際外で寝なければならな
いこともあるかもしれません。 

これらの訓練での経験が全て皆さんに返ってきます。今後も和合町⾃治会、和合町
⾃主防災隊を中心に、地域の皆さん全員で協力し、いざという時のために備えていた
だきたいと思います。 
最後に、訓練の様子を見て私⾃身も学ばせていただき本当にありがとうございました。 

  
浜松市議会議員 松本 康夫 様 

今年度の⾃主防災訓練は、感染症という特別な影響を受けた訓練でしたが、こうした
環境下での訓練の重要性を改めて認識し課題についても確認をする事が出来ました。 
この訓練については、町⺠の皆様からは、様々なご意見を賜りましたが、私も実施責
任者として町⺠の安全を確保し判断をさせて頂きました。 
また浜松市からも区⻑はじめ消防署の方々も訓練に参加するなど、浜松市の防災の在
り方について、この訓練をご参考にして頂ければと思います。 
この訓練を実りあるものとし、人口 1 万人を超える町⺠が安心して暮らせていけるよ
う、避難所の分散化はじめ、避難経路の安全確保ができるよう努めて参ります。 
最後に防災隊の方々はじめ専門職、⾃治会役員の皆様、関係協力機関の皆様のご協力
に感謝を申し上げ、総評とさせて頂きます。 

 回 覧  



中消防署 冨塚出張所 副所長 桑原 輝之 様 

防災訓練お疲れ様でした。 
新型コロナウイルスの渦中に防災訓練を挙行することができたことは、開催までに大
変難儀されたことと思います。それに対し、消防行政の協力が限定的であったことに
つきまして大変申し訳ありませんでした。 
訓練につきましては、感染予防から限られた人数、時間での実施を強いられていまし
たが、それが逆に集中力を高め、例年になく印象の強い記憶に残る訓練になったと思
います。そして、この成果を生かしていくには、防災訓練の継続が必須とも思ってお
ります。 
消防行政といたしましても、今回の対応はとても参考になりました。 
今後とも、消防行政に対するご理解、ご協力よろしくお願いいたします。 

 
浜松第 8 分団 分団長 内藤 貴之 様 

皆様こんにちは。浜松市消防団中区師団浜松第 8 分団です。 
私たちは、11 月 15 日に行われた中区和合町総合防災訓練に新型コロナウイルス感染
予防対策をとりながら少人数で参加させていただきました。仲田⾃治会⻑のもと参加
者全員が感染予防対策をとりながら訓練を行っていました。私たちはバケツリレー・
消火器使用指導と⾃主防災隊との中継送水による放水訓練をさせていただきました。 
⾃主防災隊は毎月 1回訓練を行っているので隊⻑の指示の下でスピーディーに放水す
ることができていました。大規模災害時、実際に起こった際にはこうした⾃主防災隊
と消防団での中継送水から放水する場合もあるとおもいますので、とても頼もしい限
りでした。このような訓練を行うことで、災害時には被害を最小限に抑えられるよう
にすることが改めて必要だと感じました。 
結びに、感染予防対策をとりながらスピーディーに短時間で非常に素晴らしい訓練だ
と感じました。皆さまおつかれさまでした。 

 
 


